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【研究目的】アンドロゲン依存性前立腺癌細胞株に比べ非依存性細

胞 株 の 核 マ ト リ ッ ク ス 蛋 白 質 で 発 現 上 昇 認 め た purine-rich 

element binding protein alpha (PURA)の前立腺癌細胞増殖抑制機

序および発現制御機構を解析すること。 

【研究の概要】PURA の発現操作で変化する遺伝子群を解析すると同

時に、PURA の発現に関わる遺伝子領域の同定を行った。 

【方法と成果】 PURA の増殖抑制機序を調べるため LNCaP、PC3 に PURA

を過剰発現させたときに認める遺伝子プロファイルの変化を DNA 

microarray にて解析した。ATF3、GADD45A、HERPUD1 などのストレス

下で誘導される遺伝子および ATF3 や S100P など細胞の分化に関与す

る遺伝子が共通して発現上昇していた。LNCaP 細胞を用い、PURA 特

異的 siRNA で  PURA の発現を抑制したところ、先の遺伝子群が共通

して発現が抑制された。PURA の Promoter 領域をレポーターベクタ

ーに組み込み、luciferase assay 法で発現制御に重要な領域を探索

したところ、転写開始点より上流 300bp の範囲が重要であることを

突き止めた。 

 


